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今'''1の今井町111｣並調査は，文化庁と建設省が昭和５２．５３年のIIij年度にわたって共lijで実施す

る国上総合開発塀業調整費による歴史的環境保全Ilj街地整備計画調査である。第・年度'1に文

化庁が行う調査は，伝統的建造物祥の保存状況調街と復原調査で，これらを分紋評価し次年度

の保存修景計凹餓定のための基礎資料とするのが目的である。調炎には､11研究所と大阪Ili立火

学建築学教室・株式会社日本設計ﾂﾈ務所とが共側してあたり，奈良県教育委員会が脇ﾉJした。

昭和44年から47年の４年間にわたって，、'1研究所が奈良女子大学と共同で行なった調査を参

駒こしながら，今'''1は御堂筋の全ﾉ『について，求隠と敷地全休の実測調査を行い，今ﾉ卜町全域

については，外観の観察と聞取りによって建造物を川途別・年代別・保存度別・階尚別・持借

家別・定住年数別等の分顛調査を行なった。調在結果は分頗調査については縮尺軸０００の建物

Iwid間叉Iにおとして各穂分類IxIを作成し，側唯筋については縮尺雑ＣＯの現状・復腺述統平而|叉Ｉ

と，縮尺ﾘ100の現状連統立面図，および縮尺:↓,世00の復原連続立面図を作成した。

分類調査の結果，ここ数年来新しい変化が進行しながらも，今ﾉ|:町全休としてみると伝統的

町並を現在もきわめてよく保持していることがＩＪｊらかになり，町内の道路や敷地削，町を四周

する環濠のlll状もほぼ明らかにでき，町づくりの基礎を追求する道が開けた。また，既往の調

査との比較から，町家の分割や併合が頻繁に行われていることがわかり，町家の1面外観につ

いては二階が時代と共に発達すること，江戸時代末期以降は格了･が-1三流になることなどが認め

られた。また，独立家屋と小規模及臆とでは改造の様,'11が異なるので，独立家屋と長屋が一体

となって発展した町の変遷について考察する'三で複雑な問題を提供している。

今'''1の調査では町並の変遷をﾘjらかにする点ではやや不充分であることが指摘されよう。１皇

賊と敷地全体についての建設､''i初からの復原と変遷をﾘjらかにし，さらにその考察過礎で各戸

についてもう一度復原調査を検討するといった繰り返しの作業が必要であろう。しかし，こう

した膨大な作業には，現在の調査スタッフや調制1ｔでは限界があることも覗実である。

建設省側の調:iifはIけ街地保全整術計画基礎洲在として都市計l山i的観点から行なった。この調

査は文化庁側が行う伝統的建造物群の調査と特接に係り合っており，建設省との共同調査が凹

期的であるにもかかわらず，両朽の調査の方向や内群，結果について,|:Ⅱ､圧に検討する磯会が少

ないことも問題点と言えよう。

今井町の調査は旧環濠内に限られてきたが，少なくとも'11今井領全域についてのi洲在が必要

で，今井町を取囲む環境として保存の是非や，保存の方策を.検討することが迫られている。今

井町が全国的に見て，都市として歴史的環境をよく保存している代表的な町であることは指摘

され続けてきた。今何の調査で保存の方向が岡まり，１１:業計画が策定されようとしている。こ

の事業計両は全岡の範となり，典型例となるだけに，期待が火きい。（吉lIljIIf・上野郎一）
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